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中国の 中等職業学校 におけ る職業教育の あ り方に 関す る研究

一大連市 中等専業学校生徒の 進路意識調査 を通 して
一

時 代 （東京学芸大学連合大学院〉

1　問題ρ設定

　 中国の 中等職 業教育は、日本 と類似 し、学

P 校 と企業間の斡旋 に よっ て、生徒 を学校か ら

社会 へ 送 らせ る とい う仕組み に な っ て い る。

現在の 中国で は、経済的発展の 時差か ら生 じ

た 地域間の 産業構造の 差異、また それ らに よ

っ て生 じた 中等職業教育の 量 差につ い て 、 教

育学者に注 目が浴 び られ る
一方、経済的発 展

して い る地域、い わゆ る都市部にお い て、大

量の 中等労働技術者が求め られ、生徒が学校

か ら職業 へ 移行 の プ ロ セ ス は、就職状況の 良

　さ（就職率 94．60／e ）に よ っ て 、あま り問題視 さ

れ て い な い とも い えるだろ う。

　　しか し 、 都市部 の 若者失業問題 が浮かび っ

つ ある 。
2002 年 の 統計で 、都市部失業数 が

770 万人、その うち 25 歳未満 の割合が 20．2％

で あ り、2003 年に失業数は 800 万 入、その

うち 35 歳以下の割合が 70％ とい う数字か ら、

若者 の 失業問題 の 深 刻 さが 窺え る 。
「転職 」、

　 「失業」 に繰 り返 し て い る若者 の 現象か ら、

若者の 職業観 を考察す る必要 がある と考 え ら

れ る。 研 究の 出発点 と して 、中等 レ ベ ル の 技

術労働者の 養成を 目的 とす る中等職業教育に

焦 点を 当て、生 徒の 職業意識 の 形 成プ ロ セ ス

を探る。
’

H 　調査 の 対象 と方法

1
．

調査対象　 中国遼寧省大連市中等専業学

　　校 4 校の 3 年生。有効回答数 962 部、有

　　効回答数は 6＆ 7％で あ る 。

2　 調査方法　無記名 質問紙調査（選 択式、
一

　　部記述式）　 ・　 　　　
−

3　 調査時期　 2004 年 6 月 下旬〜9 月 下旬

皿 　分析の 結果

1　 中学校か ら職業学校 へ の 進路決定の 実際

　生徒が 中学校か ら、職業学校 に進路 を決め

る実 態 を探 る に よ っ て 、中学校 3 年 の 時

（9L50／o）に 遅 く進 路 を選択 し、教師の 関わ り

が弱 く（16．1％）、
』
親 と相談 して （50％）、職業学

校 を決 め る状況が 分か っ た 。 職業学校を選択

した理 由は 、
「職業学校卒業後 の 進路を考える

か ら」 （77．3％）、「自分 の 成績を考える か ら」

（73．7％）、「自分の 興味 ・関心 に合 う専攻が あ

る か ら」 （73．1％）で あ り、
一

見 自らの 条件 で

判断 して 、現実的な進路選択に見え る 。 しか

し、学校選 択に参考になる活動か ら見 る と、

「『高校案内』な どの 配 布物」 （70．1％）、「先

生と生徒の 二者面 談」（69．4％）、
「進路情報 の

掲示 物」 （66。7％）に 頼 りが ちで 、学校、専攻

を選ぶ こ とは、「表面化」 とも言 え、学校や専

攻の 実情は見え て い な い 可能性が あ る。

　学校別 と学制別で 見 る と、ほぼ農村部出身

の B 校生 徒は 、 他 の 3 校 よ り 、 積極的進路活

動 を取 り組む 姿勢が窺え る。
一

方 、5 年 コ ー

ス の 生徒は、学校 を選択す る時期 、相談相手

に つ い て 、3 年 コ ース の 生徒 とあ ま り変わ 6．・

な い が、中学校の 進路活 動 に意欲的参加 した

とい えな い。 こ の こ とが職業学校 へ の 認知度

を表面化 し、学歴 または 「滑 りとめ」の ため、

35％の 生徒 は 「不本意」 の まま職業学校を選

ん で い た よ うであ る 。

2　 職業学校 生活 の 様子

（1）学校に 対す る満足度の 変化

　入学 して か ら 3 年間を経て 、学校に対す る

満足感 の 変化 を図 っ た結果、入学 当時よ り、

「満足 」 と思 っ て い る生徒 は減少 し、約 2 割

の 生徒は何 らか の 原因で 、「満足」 か ら 「不満

足 」 の 態度 に変わ っ たよ うで ある。

　学校別で満足 度の 変化 を見る と、A 、　 C、　 D
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校の 生徒 は 「不満足 」へ の 転化 が激 しい
一

方 、

B 校の 生徒の 満足度は 5％程度しか 下が らな

か っ た こ とが わか る 。 学制別 で見る と 、 入 学

当時に学校に対 する満足 度 の 差が なか っ た と

も言 え る もの の 、現在に 3 年 コ ー
ス の 生徒 は

「満足 」 と思 っ て い る生徒は 6 割で あ るに対

して 、 5 年 コ
ー

ス の 生徒 の 6 割は 「不 満足 」

と感 じて い るよ うである。

（2）職業学校の 学校生活 へ の 評価

　　 学校生活 を細分 し、「授業」、「実習」、「進

路」、「学校設備」、「課外活動」、「人間関係」

等の 12 項 目に っ い て 満足度 を尋 ねた 結果、

や は り B 校の 生徒 は、高い 満足感を持 っ て い

る こ とが分か っ た 。 しか し 、 全 体か ら見れ ば 、

進路 に大切 だと思 われ る専門教科 の 学習、 進

路指導学習、職場実習学習がすで に満 足度 の

低い ラン ク に擱か れて い る。っ ま り、職業学

校生 徒は学習に不満を抱 え て い る とも言 え る

だ ろ う。

　学制別 で 見 る と、「学校行事」 をは じめ、い

ずれ も 3年 コ
ー

ス の 生徒 の ほ うが高い 満足度

を示 して い る 。
こ こ で興 味深 い こ とは 、 同 じ

D 校 で 勉強 し て い る 3 年 コ ー ス と 5 年 コ ー
ス

の 生徒で あ る の に 、同 じの はずの 「学校行事」、

「学校設 備 」、「進路に つ い て の 活 動 」 の 項 目

で の 満足感が非常に違 うこ とか ら、5 年 コ
ー

ス の 生徒 は職業学校生活 に 、よ り高い 望み を

持 っ て い る こ とを推測で きる。

（3）進路決 定状況
一内定率と の ギ ャ ッ プ

　卒業直前の 3 年生 に進路 の 決定状況 を尋ね

た。98％以 上の 内定率 に もか かわ らず 、「進

路がまだ決まっ て い ない 」 生徒は、44％を 占

めて い る こ とが わか る 。 進路が決 まれ な い 多

くの 理 由は 、「将来 どの 道に 進む か わか らな

い 」 （78．4％）、「進学か 就職 か 自営業か 悩ん で

い る 」 （62．5％）に なっ て い る 。
っ ま り進路 に

つ い て、もっ とも基本的進路方向が曖昧で あ

る 。 こ の よ うな生徒は 、こ れ か ら職場に 入 っ

て も、転職の 予備軍に なる恐れが あるだ ろ う。

IV　結論 と課題

1　 中学校における職業教育 との 連携

　B 校の 生徒 は 全 体的に 高い 数値を示 した 。

そ の 原 因は、ほ ぼ農村部出身とい う特徴 は、

職業学校 へ の 動機づ け と関与 して い る ほか、

B 校生徒は 中学校段 階に積極的に進路活 動を

参加す る こ とに よ っ て
、 職業学校 へ の 進学が

満足で きる
一

つ の 要因に なる と考え られ る。

した が っ て 、複線型 の 中国教育制度 に よ り、

生 徒は
一
度職業学校を選 択 する と 、 進路変更

が困難 になる とい う実情 を踏まえる と、中学

校時点の 職業教育、職業指導は極 めて重要 だ

と考えられ る。

2　 充実 した職業学校 生活 の 運 営

　職業意識は 、学校教育活 動 を全般に 通 し て 、

学科 の カ リキ ュ ラ ム の 特性 に合わせ る こ とに

よ っ て 形 成 され る 。 今回の 調査 で 明らか に な

っ た の は 、 学習 の 内容及 び教師の 指導等の 学

校教育活動は、満足度 の 低 い ラ ン クにお かれ

て い る こ とで ある。む ろん就職 口 が重要だが 、

生徒は充実 した学校生 活が送れる こ とも、今

後職業学校 の 教育課題 になると考 え られ る。

3　 生徒の モ チ ベ ー
シ ョ ン へ の 配慮

　5 年 コ
ー

ス の 生徒は、家庭の 事情等の 要因

に よ り、 職 業学校を選 ん で も 、 学習 目標 、 進

路方向に つ い て
、
3 年 コ

ー
ス の 生徒 と異なる 。

学校に同 じく取 り扱わ れると、学校生活に 「不

満 足 」 な気 持 ち を抱 え、「学校不適 応 」 が生 じ

る可 能性 が あ る と思 われ る 。 したが っ て 、 5

年 コ ース の 生徒 に対 し て 、よ りきめ 細か な教

育的配慮 、もしくは高等職業教育に任せ た ほ

うが、生徒は充実 した 学校生 活を送 る こ とが

で きるの だろ う。
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